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28 年は 3,008 人，10 年前は 2,535 人，500 人くらいしか増えていません。検
























































































は本庁がそれぞれ 50 ありますが，支部が 203，さらに，家庭裁判所について




全国で 3,814 人，裁判官以外の裁判所職員は，書記官が 9,810 人，家庭裁判所
調査官は 1,596 人，事務官が 9,317 人。これで裁判所全体の事務（裁判事務，
司法行政事務）を賄っています。























































































































































































































































































































すが，任官して 20 年というと，27 歳で任官した方は 50 歳少し前，50 歳少し
前から裁判長として 10 年間働けるとして，60 歳前までの期間を裁判長として















































194 － 第 76 回広島大学講演会（小久保）
て，国民の裁判を受ける権利を守るためには，これを維持しなければなりま
せん。裁判官の仕事をやる限り転勤は避けては通れないものです。検察庁も
事情は同様と思います。東京や大阪で勤務して，鍛えられた裁判官が地方に
転勤し，同じ質の裁判を全国で提供するというのが，我々の誇りです。だか
ら地域によって裁判に差はありません。そうなるように考えているのです。
おわりに
　
　今日は秋野研究科長に，こちらへご招待をいただきましてありがとうござ
いました。36 年ほど裁判所にお世話になっているわけでございますが，大学
時代はやっぱり，今思っても大変自由で楽しい時期でした。この東千田町に
当時の政経学部や法学研究科の校舎がありました。今，法科大学院がある場
所は，かって大学会館があったところでしょうか。このように立派な校舎が
あって，大変，私は感激いたしました。今日，若い方がたくさんおられます
ので，若い方にはもう一度伝えておくと，法律家になりたいと思っている人
には，是非，これを目指して勉強してほしいと思うわけです。やっぱり充実
した人生を送るためには，自分にとって心から面白いと思える仕事に出会え
なければなりませんが，さらにそれがやりがいがある仕事と思えるゆえんは，
人の役に立つ仕事をやらせていただいていると思うからではないかと思いま
す。実際に法曹の有資格者になって仕事をしていただくと，間違いなしにや
りがいを感じていただけ，自分自身の自己実現もできるというふうに思いま
す。責任が重い分大変な面がありますが，大変な仕事だからこそ面白いと私
は思います。集中して体系的な勉強ができる期間は思った以上に短いですし，
さっき学説・判例はあまり関係ないと言いましたけれども，学説・判例をた
くさん知っておいた方がいいのも事実です。知らないと武器がないことにな
ります。勉強してください。それでは時間がまいりました。ご静聴ありがと
うございました。
